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☐

☑

☐

☐

☑

☐

☑
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☑

☐

☑

経済

環境

事業者名 株式会社　紙弘

販売先・仕入先の利益を心掛け、また事業を行うことで社会に貢献できることが自社の繁栄にも繋がるもので、全
てのステークホルダーとの共存共栄を実現します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

ＳＤＧｓ普及啓発の勉強会を開催する

廃プラスチック削減のため、リターナル式ウォーター
サーバーの設置台数を増やす取り組みをする

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・中間卸業者として、扱う商品をより環境に配慮した製品に移行出来るように、お客様にはそれら製品の利用促進を
提案し、仕入先にはそれら製品の開発提供をお願いすることで、SDGｓ達成に向けた商品・サービスの提供を行って
いく。
・株式会社ウォーターネット様（本部大阪）とエシカル商品について、連携して取り組んでいる。（水宅配事業）

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

ＳＤＧｓ普及啓発の勉強会を開催する。

従業員向け
2022年～2024年までに3回開催。
顧客向け
2022年～2024年までに3回開催。

廃プラスチック削減のため、ペットボトル使用量の削減に努め
る。

社会

経済

環境

社会

経済 4人
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2021年取得率54％
→2024年取得率65％

前期の指標に対する実績

ワークライフバランス実現のために全社員の有給休暇取得率の
アップに努める。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

未達成
離職による従業員減少に伴い、1名当たりの仕事量の増加とな
り有給休暇の取得が減った。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 合計実績152本で未達成
ウォーターサーバー契約数が想定通り成約出来なかったため

2022年78本
2023年46本
2024年28本

a 従業員向け、顧客向けと指標以上に開催することができ、
SDGs普及啓発に効果があった。

項目 新規サーバー設置台数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

年齢を問わない採用を行う 現状（2025年） 更新時（3年後）

従業員向け  3回/3回目標
顧客向け  8回/3回目標

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

1人

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

ウォーターサーバー契約者への
200ｍｌマイボトル配布
2021年実績0本
→2024年300本（年100本）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年実績32％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 勉強会の回数

現状（2025年） 更新時（3年後）

3回

42台 120台

項目 採用の人数

10回


